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筋 1i'[f ;riJF0ピ対偵~ì主ひに検荷方法 
q:'13の;な々Nl舟 岱刊性世:ま fたこ~~トeよ lt.'刈rけ恨'1箆 'I'iTゴ生制性1:の炎f
ろの3i3花簡御日則削凶血.1山日l'的巾ヲ及U 的山似的療t1t 突足』反胎脳包与jL亡米/た:こニ泊が，，いまだ充分な成引~~~挙げるに歪って L 、li び:抱御Il 友 t升非ドtωuil1ηi b 法ゆカが;三考号払t5 uれ 
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恩仰河合教授~ 1)は，平くから「その駅間は lìlに約問解剖学n':J~rElだけでなく，外桜孔ヵ、ら;
次的に侵入した細菌により成立した傑雑な感染もか11わって治織をI)jI.~m:している。従って条件に
迎合した化学記i訟はそのlf"i務条{午を促進はさνp-るが，それどけで治総合JUl1HすゐのVJ:明Elく， 
n{j: ~ó:にかなった制Jút(山政法在化学:療法と附Il{iにiJf:J日lj:ti守政体系が必~なのであるoJ と述へら
れているO これに従って訴々は以前・から胸昨慢性叫!:孔・持般15iの雌治'I~I:の燦孔に対 L ，総孔i人l
/1底的な子手l制的を抑肢した後，徽 
発をみるものがあり， この治療体系をもってしても，なお充分な治療効果を挙げ符・ない例が了J~
冶iするO そこで持者は更に iJjm治tl:;&t孔の制lI i~j~'grの詳細!な検索と，それに迎合した化学療法な検
討する必裂をi認め，窮初iにおいては燦孔のいわゆる仮性治綴の状態を持米たらす引が，ゐI~ t，、て 
1編成例について間々の制芝大の[母子ではないかと考え，1;行われる外科的処置の成果を決定する I
関学的並びに臨床的研究を行った。いわゆる契rUj合性痕孔のjb絞に対し，多少でも !í~fJりする点が
あるならば望外の伴レとするところである。
療法を行って効果を挙げている('l)。しかしなかには肱孔の再
ひ化学療1)';;:舟リに対する!Ïb~受'1'1.):を知ることが望ましし、。生痩批の細菌般にワいて1健治E調1第 
現柏;化般'I~I.:疾出、の治療に当つては名1読めイ仁学~Ji1j~ 句&1鵠i研究対象並びに検持方法
刑が発述'普及してその効果を大し‘に挙げているが， 研究対象 :fi':状の外様子しを伴い，抵抗JIH現より長
このイ[:学療法剤の帝I!I誌に対する適!ぶi臨!羽並びに作即 時日を帝王j位した!兇!日i刻~I:のもの，すなわち|臨床症状
機il民が判明しているので，その効却をよりー/C'?if?jめ では]，i~lli会IYl少 m:17)IJr~y-!-4')j:/:lJをみるが知書~!\で著しし、白
るためには，先ず感染細菌の種類とその共政状態及 血球的多症を示さず，全身状態も安定した次の 47例
協 4号 千兆医学会主w必 -349-
'ifj悩i炎による'rJ'艇では61[自治:1則投疾山、と存2. J
'I'H~íÎ炎 6 附，什目丹，4 iW部W1JI ('iljl¥ 5例83.3%ヵ干1&令!占禁を';jとし， ~~{l他I早i ・:Jリ‘ 関[立臼'!i埠宇品斜川
である o 
I~JII品川』司 付術it付1U.炉例リ2拡民則;dlInß児灼灼ß~\泊I1!JJ肋山 5印Jt';:)(1明悦u払.1が例 119弘f!~品吋{後走 nl!引d，'川Jリ引 自印ìl訂1~司E J 工日!ド門fI叶1 限 ネ.・!長形 fU・1結問:¥l'Mが多¥，、。 
が，結85.7%例rjl6例7肢によるものはi糾I:W刻.1;1' '，n，u伊例リ8 
被検物 z化学療法胞行'Iijの様孔よりのう.h必物。 核'1"U~~;L~IDl~炎及(JIIJJ 似 j，!iJ[剖 II~~ j誌では全研lj混合感染
検者f.法:分泌物を赦l陥商~í子に捻抹，染色， Sf:i検， で，何)'1，も術I!'M. がi~安閑が多い。
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:犯に家兎泊l.波堤~7~及ひWtJ ll培地(:勺こ[JJ気(I!;Wこ 37"C， 引は~j U 4品長染でti抱主:全{併仰例吋|リ~l混路令J感 硝m繭笥. 白.rネ寸J1~知担求判リ1ニコ 
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1y(的l4句j今数主が釣下刊'Jド内 ，り、'Jバw官， 哨白主必 術後感染川も全例胤合感染で， '.担保i.}(H易i官・緑W して純t U 左 l た η 抗N1í:'I"I:I'f.iの検出~，川上
(.f)の分野Ivこ従レ， 犯に1 Bergey，(fI)小林くり〉の分J.J'j{i: ~\，、。 
参考としたの 3. 1lHlrfoJ:'iiIHu:と先lIiW:i程: ~)1-;:~iS総子(1-( ~ J.，淋巴 
白I}2問i験資 1'<. *l~( jJlj~結核 2 例，什結核 1 例，術後!\1，'<:可~úl] l 例iil4 (ljtl-C 
1.~会 H\ì河船: 47例'1'44例(93.6%)か似合感情 . 、。Lが多rl~i絞*fi¥jl'[;j.1l感染なぷし，ìJlfì~て-， ~ 
をぶした。*'lIi'I宵別に多し、ものからみると協 L誕の泊 lJ~g峨艇はIJg~胸 9 例， IlJJJJ児J.'iJ問n~W&2 例， fi叫i~，~ . 
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fii と 111の・大腸rii. 品，þ1J~~ï百・ ~JWIJWのJllriである。 が多レ。 
JM~iE秘t川1;[後J~，f，佐白1) 3 (!itl， Jill・1出1)~lma泌 2 例，廿結
第 1 表明{~治性 紋 2 例，淵i~J協和Ii核 1 例の官"8 例で， うち 7例 87.5
%が混合感染で倒的・大腕前が多い。
:'1 結 F鎖在長R{ 結 lef Ki;'h 核問 n~J 脱出I;m孔H.竹t:li~亥 3 例，やI~後感染自IJl例の 4 例でラ]1備チ制17l1t すべて混合感染をぷし羽市・事~~JJt~1請が多レ。間 WJ j"日 u¥iソ三
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%1 % %1 % % % % % % 、。Lが出合感染で，端的・コリネ・が多83.3%例 
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に関す各基礎的実験 
1;の渉進ドP.のi SK. SD.i'(f2針r;・(I.総連関肉汁桁必が，へ?i.i;JF:Jl)はett(T i1l)ミ11933.
人税lil司級車fl必を治解することを発見Lた。これは出 抗rUJw:.及ぼすJj~~JJ~! 
e
， ， d v m
の線利主主的'J'11I.，1(外の解禁が人1m.'!の政lJ:.する品i迎iL 
苅 訟t叫師事物質を活性化することによって起るのであるこえ の1TO附凶U手引〈心υ.Jl
が判明，この酵訟を Streptokinase(以下 SK.と なる j協 制矧 。;~j糾押iがある沙か‘、‘主を: 'Îí:J~記荻ヰした (筋 3'来よ〉λ
則的と名付けた。その後 ß1W述Î~iの同EIょするし、まー SK.SD.を添加 ILたものでは Im.J!ニ仰の長さが延長
つの成分として，デスオキシリ 71'核蛍自を力|り1<分解 され， Lかも SK. SD. の脱皮がi11L 、 ~~å~fIり 1であるの
する解禁が存作しこれを Streptodornase(以下 SK. SD.のみて3も儲かながら発台宵制flir.山机r.止〉?:i甘Jを住f1:.じたの 
1:潟合彼を川一P.び~U及SD.SK.庄のl¥，、ろな政'.). ¥， 二
SD.とH附!陥存の〉 と名イ付.J'付け.たの i 阿}帽可同彬手i1右ミ楽iSK. SD.紋!此立近この 司i右をj力j寸す句なわち抗}硝珂 つた。5uド削することが?判J平右有f 
を合む部剤を月.]¥，、て合IJの泊i守，.化をはかるようになっ 次に(住JjJ~人.JllL消・料品:女性nE~Hi旬のm:日十. iMllIlをjfi:I'/j
た(32-・.JI)。 そこで蹴姐1 ・?~;fIi'i]i蝕自能楽耐!f界.f'1;; J:r:1を手jす :;j~培地の渓・iï'îívC:m !.Þ:i ， その.1:に ~IJM:の作碩限度の
る SK.SD.の混合剤として AmericanCyanamid SK. SD. P.混合液を煎)i，"Jして， P.の拡散渉進 )Jに
会社I....ederle研究部で!回造した Varidase(以下 及ぼすj診科I!を見ると，第 4夫のように SK.SD.を 
V.とmめは如何なる作用があるかを見る為次の突 添加したもので‘は対照よりもすべて P.の拡散穆透 
m貨を行った。 力が増大し， Ilつ SK.SD.の限度カ Z;¥':jl.t、松普|別に
第 1 i1li SK. SD. の1J!~Jt-， 'r '.1指数に及ぼすji惨事1 その訟が~，われたのすなわち SK. SD. v;J:P.の務j最I
膿汁r[.1 の出111閣はI;I;IJI~成分I'j lにも多数存花し且っそ ，]'IJJti官)Jを強力に助長することが判|り jした。
のrl:JのキI'l当数が生J!f，{で‘あろうと HIi測されるのそこで 第 3彊縦溶性樺孔に対す忍
た液L釈1:に符20 {f:i~草剤水でT~íを減n~~7-1~のm皮下股 
にi司抵の SK.1万単位 SD.2500 iji枇 ICC7W首長を力n 筋 1iW 研究対象並びに検刊方法
え， 37"Cで 3f時間， 6時1f.j， 12 fI寺I.l 研究対象 :mi孔 IHf見より 2カ月以 j二を紙j凶し，依j放置後その 0.5
cc 内の生国数を Wolffhügel 先端計~j[~jl~をn-JI，・て 然治路側 ftuを示さなカか、つた|闘隙羽掠l旧.[↑Il段.受刻，性 
P. SK. SD.の臨底的応用
限l:治』刊l生;担刊措Jl子抗[しi4円性
イ化七と共に 61寺1mfil3'[より膿汁 rjlの}奇数は増加したの tH~I:lli と紘子しの存主であり，検子1:または治療開始前
第 3表 SK. SD. の Penicillin の践活t'!'~I:抗}有力に及ぼす影押 
SK.-1000 ISK. 500 '-SI(~ioo~-:芳一一 JR1 
I~~. :;~~ ~~. ~;::;:: SI{. 0SD. 250 I SD. 125 SD. 25I~~:.. ~~~ ~~~. J~~ 
1微車剤制制成分の副融!I解将 .3覧応1，同占品jPr測定した胆所升九，筋 2表のよ うに 問 の岩抗掠i例平吋リで噌，官てf τ主ì::百訴7存HυJよ、 L 、寸すず-'~れもも i U 自的1:i4句]少む日没 j比.七幻七凶il(ぬ交釘釘剣予刊1 tの!ド内 拡 
SD. 0 
J.i'!位jcc11.(立jcc1 iji{立jcc iji.{伝jccIJ.t'1-' "'，U.I"-1-"1 1 "'''' 
18.9 18.25 18.35 18.2 18.255単{な/cc 18.1 
17.2517.2517.4 16.85 16.3 16.32.5 Jji {¥'/:/cc 
17.017.0 16.4517.3 16.0 16.01.25 JI柿'jcc 。5.2 3.8 2.5 
数値は阻止捕の長さを mmにて示す。
対照 Oii'!-f¥i:jcc 6.25 
1 
第 4号 ニ「淀医学会雑誌
係 4表 5K.5D.の Penicillinの陣地ド1 ;4"lcIJN -J Jf三及ぼ'l)jIJ~!J，!! 
UC'!汁， l'l. ì~lfJUlと行磁波!立の Penicillin.5K. SD. i昆令液の ifiJ:"H'{<る Penicil1in (1)惨 j創刊:iC附 JJ{f'J， 
351一日 ・一吋 
n、i-VaXMase|lSIE5町)018K.2日 O BE.10005IE，5905If.100l|目 
Pe 限度j¥限~度 SD.1250 SD.625SD.250|1SD.250 !SD.25i 
cillin lC~ fJ[_ "~"" li'tfι/CC ググググ
股， 5 iH¥/:ソcc 
2.5 H 
111.25 
7-f' I対 ~!(1 
l'札 5 lj'1.いjcc 
2.5 H 
111.25 
、Fi!、前|対 
!~f I5 jJt{l't:lcc 
2.5 H 
F1.25 
JuJ. 来1・ HH 
14.2 11.6 11.5514.35 11.95 
13.75 10.313.45 11.75 10.0 
13.5 。11.45 6.35 4.85 10.0 9.8 9.2 3.35 0.95 
14.8 12.4 12.315.2515.8 
12.313.1 11.3 12.3512.35 
12.2 。10.5 7.7 5.6 10.8 11.0 9.5 4.3 1.2 
13.2 12.5 11.3 10.3 7.8 
12.4 6.911.5 9.85 7.7 
5.8511.6 9.02 8.4 6.7 
0.95.4 4.8 4.1 2.3 
数fI'i~:t.J1:1\~'i訟にイ去る阻止7lifのj迭さを n1m にて表わす。
1'向}仰がJ(JI.f;J(矧多:1fI~をぷさず，IJに~;tJ!!(燃で・耕しし、佐 
噌;度促進以下で尿に県J，)ir所見なく，全身状態~.t.'ié 5:告
しているものずFりである。
n例6を投与P.~::r'J円1--3の校与後SK. SD. 1. 
2. SK. SD. 及び P. 問[1叫ぜ与 5 例。 
3. P.のみ投与 12例。 
繋剤の使用法: P. SK. SD.共に対所投与をhつ
た。 SK.5D.としてはv.をfI"l¥，、たの V.~上 1 ji瓦rjlに 
対J!(t 
11.25 
10.1 
9.1 
11.8 
10.9 
9.3 
4.85 
4.70 
3.60 
第2i'.fi検ヂf. I戊縦 
/]. h;j)!Jfえひ分i必物の|勾!倶tl;l!Jfは 
A. P. (l)み技与のぬ令: 肉芽組織の 'I!:，状及びそ
の 1:を被う JH';苔には何悼の型化がみられないが，分 
W:，物~:J:投与 FI 数がmすにつれ1'1開次探昨1 1:に近ずき， 
JiJ:も減少してくる。しかし大きな死般を千iずるもの
では分i必物の日減少し， '1":状好!Iえしたように見えた
，延々 あるの1元にかえーることがLt，N~;í後にも突然地l!
Christensenの賠めた r)'l.拍:で SK. 10万Ji'1:(な， 5D. 
2.5万Ij'J，fu:を合んで・し、るのこの V.の 1~f1i，を滅的法制
水 20ccにj榊 f 11i1lにその， :1--';'， Jf~j)iJrに1.ì:入，JTf" ~ 
P.は1'li版の G結晶なHJレ，似 cc]万 Jp，{u:均にi特 
m仇何~n 5 万l'j'I，{ú:%)!Jr~，: n入，(i:入後 <1;'{rl] iII})rtl¥し
なし、ようにした。 P.(})投与は¥， ， -4~) しの J~).iイ?でも 11]:n 
11行15 万ij'í. 'I i't:宛 5~7 r:l1I1L山続行:入 Lたの
様子Lþij所所 ~'~J立f~ひ:に分i必物の検究1J; : 
γJ:，I続IYJMlI促Il~"1:状，'1及び分泌物のmJl孔}司r1. 
るn 
2. 品1I 1 T'f，j数の険引，何~[fm揃変i'1Íiの分14~，物、t.: 11~1 :\Îr: 
V.た助合:Lを投与P.去に1:F11--3投与B. V.
の;段 4i-迎nには限幸子が消火しf抵抗 4は消浄化されると
共に分i必物が急j放にWl 1i-l: し，多数のnc~塊・!;Y: ì路じてし、
るのとこ心が P.の投与をIAu{iすると今海過剰発育 
Lryl~絞れな ~'J~ lてし、た IJ~~!;rif:1I織も諮問に議桁i碗化し
てその '1":4えが好転，分H'.4均(/)Hlもす占少し将I五5となるの 
C. v.P. j"jl!j:Jx-!j・の J劫合: ・'i:状・分'1純のIl:j刃味IJ
泌物の'11;状J}.びh¥:の好転は，_.lI"'itd!かに薪iりjに剥われ
るの 
2. 分泌物の品11I 1~，iキ:I~ドj)!Jf ~r!， 
A. P.のみ:Ht.!:j.のj:弘合: Jl:tl i釘I~1ij't.*JU1:'Lのでは
1'1夜nに混手2cc京市!水Wf深川減F工 ，この稀釈j '乙合 P.投与・後 3-5 FIのI/'IJに赤Ili指針け.ほ Y投与iIiの半数
まれる赤Ihï~i~~を:1:自由主訟により検引。 に減少 LIj.~f!¥(I'(f， .示，j- その時， i刊の干mWiもまたも0
3. P. 不感受'1"1:か11.関数のf~1f.， *11記!の P.感'支 '1: っとも少なく i:仁るハヘその後 IZil武は ilJび WI加の傾向を
でCの検子時li'~~~を考!抗して， ~l;)る一定限度の P.3を'加え 示す。宇例肝HJ肱虫びの)J(i:を~/な;反d様誕子払L-I川』はぼ川土ポ討間[1
て分1 ri1の赤却制nli商泌必物小ド iti5 古f指数な土矧ば哉止似世法ミで検ヂ脊ず刊lしたのJ i'N 有の状況からみるとゲJlfr共、のL1:，しなf)21も)l:lm:dlぴ 
4. r河原の 1負手ι ラム|ピ'~'I'~H~q刊がì11EIVJ されなし‘もの， または共偵して 
M抵抗』の場合と1r.I;[U*，ij'I.的少なし、もので~:t.JI;ili;~:し、ても耐の形態のK:Iç)，制末以木ヵ1拘のì'l~ljその他，分5. 
~化，共怯;捕の主従関係，腿，球の状t)tqj;を観察したの 様であるのに反し，グラムi立'I'tt:平闘が多数証明され
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P.投与前の分2品物中の細菌置に対する比で表わす・一一喝 P.不感受性碕Rt
2---リ-j"こ減少し(-1工事Hh勾mlU"1分泌物 のP.不感受 f'l:るものけ、彼来fE!;S:腕;患を心したものが多レの 
ミL.，IJを50%)のほどlijぜ与CJv:jlifLI:(u'r 14n3 その分泌物'1- 1 の P. イ，~I日長受'1-'1:長HIW，i Iìlは蹴fHニ P.WdJミイピ
受けたか計かt二依り多少訟はあるが，レずれにしろ 後~.tfl!Qi次附}JI1の ftf!向を j止すの
投与日数が消すと共に急激なj判加を示す。 C. V. P.問時J吃与の;似合:分泌物rl.1のかUlI諮問:は 
B. V.投与 1-:3 n後に P..~(投与する J劫合: V. 判明にt)，~/V， のほどlìíj与~::;Ht1:-n3-4 25% とぷう
を~，lt与すると樋子しのが1:状如何にカ竹、わらず分1'~'~陶 '1 1 Mf!~fll'f~:';J孔，その後~:同19i ;:1(jí~/))1Iの{凶向を示 L た。
())制目前jitが概めて寄与IUlv;.附加するのところが V.似
!日後j出くとも 3ntlJ釦に P. 1 I，NJ~<!_，IJ/付fiすると分i必 出 3f文I Varidase，Penicillin川崎:投与の ~':II!的Mの変;動(11[1:治官IJl.JUL5 例の平均〉 ~-43後~/l(..!j-P.，LJ.何・び判明に減少1Ifallh'1物 1のか
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VaricJasc stlJ後 Pcnicillin投.'i.i([Iilの *ml釦廷に ほ¥:'60%)を示L，その後は仰i;大約加!の傾 ji'IJを7jミし
-70・- 対する l七・ど表わす た。労相岡崎凪
閣の極秘についてみると，との場合でも大多数が
-35・3
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r投与後述かにP.主的はJ目的.1¥感受1''-1;の強し、P. i119c 出恥臥J1佐以占必灼刈刈4IJ~1り叫:IJ)刈叫ド内1/liIíω1Jh~.，Jまたは 凡雌却仰仙;丸泊湘婚似l l 町Iぷ lトkρiぷt羽n引く21i)(27)， 
tr.t球=ま剖ネ.リIごコ しい， .リJj仰易抑1知灯i'伊 
及之 v: うi '1~ψω分分.Ì'ト汁 凶!(均伽炉じ必必Uのt増曽加と共に一皮消火し，式た:耐的(極がL Jl j刊ザj.U/出ハ¥;fJ糊，!して く eyfω'-:Jψ1!:JlI{;i制I!':1り刈tイJí' 肝下刊|ド内戸出川削  vヘ、凡凶 ])勾;山川ど河吋消:刊可哨押的(自作緋h' H:Jυ訓;れji1出 話仰fLυJy肝f比l
る。 定l， 1/;j後 1....2EI H コム作~: iこ~J.~ ~，リツ a タ y ボ
 
1{1]f*1ンを抹傑ヌト;所見i~~ .llJしてfJ貨の・H!余と光明筋肉弁のMli令，また3. 
務IU"lなljfは V.を使附すると染色不良のjM決した
1民球比ひザ毛主:fIi物と共に，多h\:のruが[ll}j~するのしか
LP.を使附すると，これらは蒋i1月に減少1.，染色'1-:
t土鮮!り]となり， i笥のU~合状態は疎となる{凶1r'，J t~示し
た。
以_1-:.の結果を針;合すると V.P.n ，jrr~;J吃lj.'lJ d';分i必
物rlの車nlI持の P.抵抗性をmH¥J¥する将肢が侭くて，
投与後3~4 日r-'I にもっとも制I:TW;InJFI?状態を以し且
つ病栄を前向イじするのに大なる効県があるごとをう~II
った。
筋 3 if! 凶 作 JM 
様子しが単にj欧州及び什組織に!側副 て".るfI年 CHJ
僅かに問所熱J践とw桁を少数例に，i品めただけで;もる
-h!i与は発熱・企慾不振1胞に述絡のあるjが，!間関 
心・ "IJ， m痛を訴えるものがあった。しかし何れI吐.r
の場合でもj血沈・肝機能・ 1血液像・尿m比には殆ど
恋化がみられなかった。このように制作rw凶くな
レと公うわけではないが何れが限度のものであっ
て，この方法による治療を続行するのに閤蛾を感じ
た続験を有しなかった。なお P.校与による1，制作即
と考えられるものは 1例込見てし、ないの
第 4章灘消性痩手L症例の治療成繊
教討すでは1])JJJ~~)，~1問]mm・1!E または!日J"J) ，'dIJJ:J llg~I山守;に北 
fJ~1する|り!IEI'I'~J'七の刻l治'1"1:様子11 0コ治般に当って u.サノL
フア両Ijまたは P. による rìíj 処椛で感情，(I~，際的合;111I)=E
L た後に，根治l'I~JÎI;lill (lljf~W~ t:r行って勾，JU ¥i:，恥をあつn
げてきているが，なおそれでもn;J~にわたる治的:イ!:
裂した日IJ，またけJl)HLの円形成をきた L た~.，のが少
はJ.l~ll~~lltljの jtJU必IJ長土問ったの 
第 5ii総括誕がに考按 
病恥;WO)守:令:封Ijl~j; f川、ドうタEjJ'l;~(;り JI:';I}~d J.， 白Ij被の ltj' 
前iある~ ， ~;t IÚI. Umの J~IiQ;なÍ)è L ，約ìlU~1から tné/J\した 
:rri'~1以I'Mはたとえ{f点少であってもよれらに絶好の括合・
吋地な組供ナることに /;1: り，丸心~ .VJ.IÚI.J~包 l人H川{キん
でい悶々 の化I:'{-:j従訟に割引先 L，1j，:)iJのflj燃の}lj{II.~I とな
るわ刊であって，死J誌のイf何(J:-[i.ln'lI.i'I~)W'l)~の J&.針のil
劉!とし、って詑支えなカげ.)うのそこ℃この列肢を閉鎖
するために， /JH~胸で υJh~IJ~['.lhlj I~_-:[IJ )J鈎l終的与せて托JJ空
~了11Hめるし，またH:}院に関与し 1μ 、ものでは病巣N，j
1mの手!裟筋肉弁をnJ~ 、た (1 )(!!)(:.!ti)(::7)。 乙の岐に微賎
したもI~Í式がJ~1~ られた似合'~ií~ qt，~'15はた k え小íI屯1mであ
っても，似!í~~を'受ける '=:Y"1/1:j野~:IJIIき~I広くなるのが判J
過で，その際7]…二円'MúIJlf) t1j染が，ltJった[1'，与は非~Wに
広íl屯W:I の化/Jg~~niを形成し，その干甲子手I~は阿び閤刻Ilに
なる。しかも子:1/1すの対象となってレ ~;>Yjll附，.'u加しは
大部分が混合感情を起し ているは，れlrLそれに対
してメスを加えること fl休がi~~:だ危険であり，干術
時・に;Jvi弘 fýlíが可及的無問状態にili:~、ことが臨めて望
ましレタ:f小となってくるわけであるの
化1l!:'I"I:;民，IJ.¥_(T)治対でにす|〆』ては，明I，:(!::J:ず{I:年:州政
ったか，化学協松川にはた々独k;f、れるよう(，二l.1が
仰の作J I'Jí郎PI:jがあるので，それに従って似nJÍI(@R~'ピ
決t定し 1よければその効県~:J'.WWJ; しえないのが当然で 
あるのそこで対段であど)~)!n:治'1''-UiU子LO)*II Ii!t{J7~~1 リj ら
かにするととがft，浮 1I，aJJ'il.i!¥択の第一歩で-あると:号
えるの
刊川数例ながらずj~千五するの しかし friJ給付組川↑並十u d f'-む{I，~，:.イ十什{十付1よ投現現~II:治'Il JH;fωjμd仏似. ，)川:らどるi 2必l:~ 孔IJ を/什 υ;' I1れ山!む主J 卜，:'1';::ミ l 人，:リ山l~ 
'I'J'.1~:lí'Í(
トVι
僚訟を行った拡がれよ 12例であるが，什髄炎による惚 1J~~)i'ì1 l~f:]/J~叫， 脱lJi'tl. )1 仁'.j1'引リjよjl.1d引Ii芹用叩馴i J ，1呼'í'; 1、イす多争rくふられ，1 i F月印削!リ問Il限 Y叩 担~~\討1J.必 
!i孔Li j~ 抗治!昔?イ引:fた二{後走. 4併 {1iど什;{j例十'-t炎，出限脱:1:民1~IJIJるイ刊化仁よ;J二 i訓目限H Li炎， 1品Ij，~:九1Mなピイq臼.処悩，悶;悶lib前)泊による-jを川汁川町V. P. し〆'1対 引r胎航 I1J 

W州引孔‘の 2 例のみカが;ヨi叫碇如t'r昨的'[下刊|ド内〈句j長:!t1別ル山11!hH1ltiりj の白印創Ilf似拐仰11引;月1依>~r.lとiを7攻班法泌( Lたのt~ j京訟 jれ，よ乙頃
;，)~~に治絡をJIl IJ?;~n~頓担めて版jiみでで.イ他也はすベて 
l点を来したものは 1例もなカ・った。
るI¥jiJiJ処常設びにそ「市I:jの大 I)Sな述〆てると， 1MiJjj;'MiJ
蜘・股:灯、~)1:fしを形成 L1・ニf.fil!仔[.r1JI三 をもってレることが者，¥， 'が，
羽合はそれカ・ら:二次1j''.H~二五lliïViが(í，2入して抑制Iiなl感染
r 疲れ氏、'(φ ぷせ乙のすなわん交'JtiJ~(7-::
fこv.I1日~l':! オベかn 入，その後 P. 1FI5万JP.Ii't:沌 i主的・ゲラ i、 1t:'~'I-l I:~:..!ÞlW~1 )混合感染を来すことが多い 
il続問所ヘ7i:ス， 1(託子LJ'iVlJrの状t~c と分t，記物の主Iq'U学 か， l持に消化庁?に関係ある部付及ひ:tli"-!4~[J立の強レ炊;
・r.)によると倒的-
自~:~~紫右:1ニf--Yぐ， 桜子L所 t"J，の好íHえとイUJll~il笥の減少を !tl‘てりj・ とfり他血のグ.ヲ J 性F l'1ム、|除ピ岱貯創き?刊)1のJまたり12j易J 1
.riまた似似iI日 5'f利 f;iiしたものて 1-:.卦1'-1;1つて 
り生じた二抗的の自!J臨ヘ弘設fI:良な筋肉賓の光J]J¥(1) ものか多レ。
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第 5表 Varidase ni"lJiJT使用による制作用 IL\JJ~tの *I~r.æ
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持者・の突験成綴で、も既に示した織に大部分 (93.6
%)混合感染を示し，なかでも術閣は阻倒的に多く，
次でコリネ.・結核fii ・連関，グラム I~~'I~~*早閣として 
大Jj易商・緑膿商・~Jf~閣のJI~~Iv，こ説明されたのこのよ
うに広範閣の時が関与しているが， グラムi助|也市が
その主役を演じていることが多いので，これに車効
を示す P.を用いたの
、 P. に対する車111閣の感受性は荷種により$~なるは 
勿論，閣株によっても典なると三三われてL、るが，女
献(問。fりをみると，術関は 0.1ujcc L;.r Iぐの感'必1":な
有するものが多レが，反対に 5.0I 'c .J~U:の抵抗性 
!感染関与i!iWの大部分H充分 P.により発育を1m.止さ
れることが、I~lll倒したの
P. はIJ!:~その仙の蛍自分解産物の存布により効力
を低下しないとされてし、るので，前単{なを長u.:間接.
r11切に作用させ得る局l好投与を行ったが，なお総子L1
内にある槻血・ 1監事包・ ßC~苔及び娯死物質の内部に存
する感染品1llf1;iはその作用を期待することは困難であ
ろうのそれで従来からも洗練・街拠等の処置がとら
れて来たが光分な!良県をあげえられなかったの所が
的iUITJの， する SK.SD.阿鮮京を合む柴剤 V.をi1t'!=_
.IúLJ1H1及。:lÚl.llvD~乙 mlt 、て良効梨を 411.た報fLT〈32〉に日!続
述f:明Uti ~判株司朱;209P は:土工的を有するものも 15%弱貼られたの Jlしレ、て， }犯妊旺iに首詰制ijドJ 
より感受性i 血球;設i 逆並立剖l 治』ド'I'~帥1:の i慢投按剣を訓栴|作性引北似尚向〈し， 治Iωt 1 f刊咋 42a 1の大さとi関姻係にあり， 殆
5t•fl償此附j状伏 焔お 腿虫孔. E日悦隙現掠別i引附11~I1 1中刊咋卜刊叩軒性'1l佐?
l七Hづ，化{仁l膿!膿践巣.縛j府1百干当f':~二月弘、て効よiミを挙げた tJ:l:
んど大部分 O.l11jCC以下であるが，賜Hi官のみはfl'i が報併されたく:協和(1)。
感受性~IU\' 、。グラム I\~~'I~U:判官に対しては P. はおUY;j そこでホ突l腕でも SK.SD.製剤!たる V.を応用
1;'，7のL，難治性地子L (11 i'・化にもっともlij(i!}となる脱料;~iU く大腸閣では 209P 株の 5000 fmの低抗 'I~I:を示 
す。 J侍に Aerogenesで、は;抵抗駅I:J61t、o t~~n~nwには 血・ IJg~\塊及びJ謀タ印如何な樹!解除去し，目.つ P. の局
殆んど奴効で，波形閣は約半数が20ujcc前後の悦 mOI寸Hにより，r:j院の制1勾-11限状態を;w，くことが出来 
1stで感受性がある。コリネ.の'1-1ヂフテリア閣は 209 た。 
P~朱の約 2 倍の抵抗性を示すとまミわれている。 分7泌物の品IUï~，í学1~I，J所見~参酌して，11i.に V. の野i
著者の突験成品，~(でも剤耐. T!E雨・コリネ.の大部分 DIの手IJJfl，またはfI包の有効な化学療法印jあるレは免
は比較的f~~" 、濃度で~"16分発育阻止1'I'.H拍子受けている ~jt:~Ï~I~的 'TI:~Iド拘ド内〈句jブ方 引伊n訟i去;， :Øl11 詳引刊削:!!句吋矧:刊午哨叫，1些空:j! 自，I~I内句ブ方J"1:
悩秀号なIi凶}点巳私立をあげうるものと，IS1う。l頃1
村l法i1た回 0i十二 H1=1ぷ:をtf'をâ:'了市淵 1干羽l十目側併 働 
が， クグ刈ラム|除ピ岱 ド性性 i"-1 t';恥とさきな L jすな土わ，十ち、。 jρド附川w1Jj主:~料:!J!悶珂ï lはよ感受"釈判 i性|七:てな 制)1件fq1引，
結 論 
7 W峻・時燦得t1~'ll~1!J棋.Al~何11峻孔な示す'1'1'艇・"I:i't'ì'lI:の雌'V提1FT!持者は|姥 
:コリネ.93.6%JiW~;t葡jFli 1;111こ。 検l1が混合感染を示(93.6μ)任した所，圧倒的大多数fJ，'iJて
53.6係，結綾附 34.0μ，迎i出j29.8μ，大腸!半j27.7%，級!般的 19.2%，変形iAi12.8%で， ~築・胸部艇
I1の和UIW設につい1. 

ドに検出された。tlj;;艇ではコリネ.がI~/1向・会!~切，j保1易!付制I，では紡綴関 自・会|伐部艇ではIJ 
2• こj i'IIれしら謝縦Et，汗治手守け作!ぜ性 
O.ユ1u/cc以下で，コリネ.は 80%が 0.5u/cc以ドで，述同i l!を示はすべて 0ユn/cc以下で感受:'l:
したが，JJb)球 iWでは 57 'f~ が 0.5 u/cc 以 1:の，ク。ラムli)i'1~1:梓 j{:ïで-はすべて 50u/cc 以上の抵抗
性を示した。 
3. SK. SD.岡酵素を合む V.は続lt・農作中間形成分間自f杯作用に依り，膿汁中の凝塊の微細(J1
化により関数を附加させる O また P. の惨透'I~I:抗i早I力不了者しく明大させる O 
4. 1:味 If]慢'1"1:4!1t孔ド!の和nÎ~i-t(抑圧するのに， V. P. ，，~]Jl !i投 1].による方法を用いるのがもっと
も効取的で，投I子後 3--4 f]日には分泌物は碕持主仕り，調lIiWの P.;J託1jt'l:I:獲得少なく，そのI-'
制限i数ヵしー帯減少し， J1.つi諮問も少なくなり，いわゆるfJ訓告治癒状態をはする。 
5. 骨彼:・胸~;f~，庇・痔疲等の粒iめて難治な fWIH!'!受'!'tの渡孔 12 例tこ V. P.局所併用による前処
置て{反快 
fこO 
-356- 千 j!長 医学会維持
この治股が好Jl見~:t!!を収めた効果機転は， 
1. 成孔IAJ 感染調lI ï!ßÎæ~の *11確な把iM。 
2. ~感部染系期刺細川11似保附に;迎趨合し， T t法と痕n i たこ化学記奴 
甘処iτ70I前)予狗ij 前rη-F可 
;器30第
3. 約巣部のうち全別!徐，及びこれに {\I': う二次(I~死肢の閉鎖・手術創の可及[内- .次~~]H'fo 
~l;の 1汚点にあると J考えられるが特に興味のあるすれ土 SK.SD. なる階京剤の使用により極めて向 
I.つ痕J附抑圧状態な導き得たことであり，1伎の制
もつと も7h般i1犯!日ミイ本(的1; l内Uなものと玉去去三三‘しい、1';刊作Ij?1るO月リ呼‘』 
，，:'~'(l' ~!I. :()v.-吋 i)úfì終i~:11恐lXむな l;f~l:J\1みと i;[\I~:交 I~~l なTq \，‘た忠、(\\IiriiI合岐陵に慨l~t 1.}~!i長泌を iキげるの
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